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1　はじめに

• HTMLでUNIXコースウェア作成

• ネットワーク上での学習を目的

• 300フレームのコースウェア作成

• コンピュータ初心者がUNIXを理解，利
用



2　準備

2.2　歴史的背景[11,12,13]

• 1959年　D.Bitzer博士CBEの研究に着手

• 1960年　関心冷え切る

• 1980年　人工知能等を利用したのCAI開
発で再注目

• 1990年　CAIシステムの更なる注目



2.4　教育工学[4]　　　　　
　　　　　　　教育工学の方向から見たCAIの歴史

• 1926年　プレッシーの機械開発
• 1940年　スキンナーの機械開発
• 1950年　新教育理論の発生
• 1960年　CAIシステムの開発
• 1970年　ICAIの開発



2.3　CAIについて[2,3,5]

• CAIの目的

(1)効果的な学力の形成

(2)幅広い高度な教育目標の達成

(3)システム特有の教育目標を効果的に達
成



CAI教育の特徴（メリット）

①学習の動機付け

②学習意欲向上

③能力開発

④個別指導しやすい

⑤指導改善の刺激



CAIの特徴（デメリット）

①人間性の喪失

②思考過程の軽視

③コンピュータに頼りすぎる

④ソフト作りの負担

⑤経済的負担増



CAIの分類

(1)アドリブ型

(2)ゲーム＆シミュレーション型

(3)アドホックフレーム型

(4)知識ベース型

(5)質問応答(Q&A)型

(6)知識獲得型



2.6　コースウェア[4]

プロブラム学習の原理と特徴

(1)スモール・ステップの原理

(2)積極的反応の原理

(3)応答の正誤の即時確認と強化の原理

(4)自己ペースの原理

(5)反復練習の原理



学習プログラムの諸形状　　　

(1)プレッシー型プログラム

(2)スキンナーの線形プログラム



(3)クラウダの分岐形プログラム



3　結果　　　　　　　　　　
コースウェアについて



作成したコースウェア

http://www.am.chs.nihon-u.ac.jp/~yaku/archive/
thesis/a5497065-cai



コースウェアの内容・構成

1章　UNIXとは　　　　　　　　　　

2章　基本操作

3章　会話（talk）

4章　電子メール（mail）

5章　ファイルシステムの理解

6章　保護モード

7章　標準入力

8章　画面エディタviの使い方

9章　プログラムの作成及び実行

10章　便利なコマンド

11章　終わりに



4　まとめ

今後の課題

・複雑な操作に関するコースウェアの追加

・学習意欲を高める工夫

・更なる開発
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